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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　床面上に起立する脚と、
　前記脚と連結され、上下方向と交差する一方向に沿って延びるビームと、
　前記ビームに支持された上部構造と、を備え、
　前記一方向の長さが異なる複数種の前記上部構造に対し、前記ビームに対する前記脚の
連結位置が、前記上部構造の前記一方向の長さに応じて、前記ビームに沿って変更可能と
され、
　前記脚は、前記一方向と直交する方向から見たときに、上端に対して下端が前記一方向
の外側に位置するように傾斜している脚部材を有する什器システムに用いられる什器であ
って、
　床面上に起立する脚と、
　前記脚と連結され、上下方向と交差する一方向に沿って延びるビームと、
　前記ビームに支持された上部構造と、
　連結具と、を備え、
　前記脚は、前記ビームに対する連結位置が、前記ビームに沿って変更可能とされ、
　前記脚は、前記一方向と直交する方向から見たときに、上端に対して下端が前記一方向
の外側に位置するように傾斜している脚部材を有し、
　前記ビームには、前記一方向に延びる溝が形成され、
　前記連結具は、前記溝に沿って移動可能であるとともに、前記ビームと前記脚とを連結
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し、
　ボルトは、前記連結具と前記脚とを固定していることを特徴とする什器。
【請求項２】
　床面上に起立する脚と、
　前記脚と連結され、上下方向と交差する一方向に沿って延びるビームと、
　前記ビームに連結された上部構造と、を備え、
　前記ビームには、前記一方向に延び、上下に間隔を有して複数の溝が形成され、
　一方の前記溝には、前記脚と前記ビームとを連結する連結具が係止され、
　他方の前記溝には、前記上部構造と前記ビームとを連結する連結部材が係止され、
　前記ビームに対する前記連結具及び前記連結部材の連結位置が、前記ビームに沿って変
更可能とされていることを特徴とする什器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、テーブル等の什器システム、什器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　各種の会議、作業、飲食等を行うテーブルは、例えば特許文献１に開示されているよう
に、天板と、天板を支持する脚と、を備えている。
　例えば特許文献１に開示されているテーブルは、天板が平面視すると一方向に長く形成
されている。このような天板の下面には、天板の長手方向に沿って連続するフレームが設
けられている。
【０００３】
　このようなテーブルを製造・販売するメーカにおいて、商品展開として、共通するデザ
インテイストを有しつつ、天板のサイズや形状を異ならせた複数種のテーブルを提供する
ことがある。
　このような場合、天板のサイズや形状に応じ、天板に対する脚の取付位置を設定してい
る。したがって、例えば共通するデザインテイストを有する天板であっても、天板のサイ
ズに応じ、天板の下面に対する脚の取付位置を異ならせている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第３３４９４５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、天板のサイズや形状に応じて天板に対する脚の取付位置を異ならせるに
は、脚を天板に固定するためのボルトを挿通させるネジ穴等の位置も異ならせる必要があ
る。したがって、天板のサイズや形状ごとに設定した位置に応じ、ネジ穴等を加工しなけ
ればならず、手間がかかる。
　そこでなされた本発明の目的は、天板等の上部構造のサイズや形状等に応じて脚の取付
位置を容易に変更することのできる什器を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上記課題を解決するため、以下の手段を採用する。
　この発明に係る什器は、床面上に起立する脚と、前記脚と連結され、上下方向と交差す
る一方向に沿って延びるビームと、前記ビームに支持された上部構造と、を備え、前記一
方向の長さが異なる複数種の前記上部構造に対し、前記ビームに対する前記脚の連結位置
が、前記上部構造の前記一方向の長さに応じて、前記ビームに沿って変更可能とされ、前
記脚は、前記一方向と直交する方向から見たときに、上端に対して下端が前記一方向の外
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側に位置するように傾斜している脚部材を有する什器システムに用いられる什器であって
、床面上に起立する脚と、前記脚と連結され、上下方向と交差する一方向に沿って延びる
ビームと、前記ビームに支持された上部構造と、連結具と、を備え、前記脚は、前記ビー
ムに対する連結位置が、前記ビームに沿って変更可能とされ、前記脚は、前記一方向と直
交する方向から見たときに、上端に対して下端が前記一方向の外側に位置するように傾斜
している脚部材を有し、前記ビームには、前記一方向に延びる溝が形成され、前記連結具
は、前記溝に沿って移動可能であるとともに、前記ビームと前記脚とを連結し、ボルトは
、前記連結具と前記脚とを固定していることを特徴とすることを特徴とする。
【０００７】
　このような構成によれば、一方向の長さが異なる複数種の上部構造に対して同一長さの
ビームを用いながら、ビームに対する脚の連結位置を上部構造の一方向の長さに応じてビ
ームに沿って変更することができる。したがって、一方向の長さが異なる複数種の上部構
造に対し、様々な長さのビームを用意する必要が無く、ビームの長さを共通化することが
できる。これにより、より少ない種類の部品で什器システムを構成するとともに、上部構
造に対するビームの取付構造も共通化することができる。
　また、このような什器により、一方向の長さが異なる複数種の上部構造に対し、上部構
造の一方向の長さに応じて、ビームに対する脚の連結位置をビームに沿って変更可能な什
器システムを構成することができる。
　また、ビームに形成した溝内を移動する連結具により、ビームと脚との連結位置の自由
度を高めることができる。これにより、上部構造に対する脚の位置を、溝に沿った範囲内
で容易に変更することができる。
【００１０】
　また、この発明に係る什器は、床面上に起立する脚と、前記脚と連結され、上下方向と
交差する一方向に沿って延びるビームと、前記ビームに連結された上部構造と、を備え、
前記ビームには、前記一方向に延び、上下に間隔を有して複数の溝が形成され、一方の前
記溝には、前記脚と前記ビームとを連結する連結具が係止され、他方の前記溝には、前記
上部構造と前記ビームとを連結する連結部材が係止され、前記ビームに対する前記連結具
及び前記連結部材の連結位置が、前記ビームに沿って変更可能とされているようにしても
よい。
　このように構成することで、脚とビームとの連結位置および上部構造とビームとの連結
位置の自由度を高めることができる。さらに、連結具は一方の溝に係止され連結部材は他
方の溝に係止されているため、連結部材と連結具とが溝内で干渉することがない。
【発明の効果】
【００１１】
　この発明に係る什器によれば、天板等の上部構造のサイズや形状等に応じて脚の取付位
置を容易に異ならせることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】この発明の一実施形態に係るテーブルの全体構成を示す斜視図である。
【図２】上記テーブルの脚の構成を示す斜視図である。
【図３】上記テーブルを第一の方向から見た図である。
【図４】上記テーブルを第二の方向から見た図である。
【図５】上記テーブルの脚と天板との連結部の構成を示す図である。
【図６】上記テーブルの脚と天板との連結部の構成の要部を示す拡大図である。
【図７】上記脚の部品構成を示す斜視展開図である。
【図８】上記脚の脚本体を示す斜視図である。
【図９】上記天板の下面に設けたビームの端部の平面図である。
【図１０】上記ビームの端部に対するエンドプレートの取付構造を示す側面図である。
【図１１】図１～図３に示したテーブルに対して天板の長さが異なり、脚が天板の長さに
応じた位置に連結されているテーブルの例を示す斜視図である。
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【図１２】図１～図３、図１１に示したテーブルに対して天板の長さが異なり、脚が天板
の長さに応じた位置に連結されているテーブルの例を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、添付図面を参照して、本発明による什器システム、什器を実施するための形態を
説明する。しかし、本発明はこの実施形態のみに限定されるものではない。
【００１４】
　図１は、この発明の一実施形態に係るテーブルの全体構成を示す斜視図である。図２は
、上記テーブルの脚の構成を示す斜視図である。図３は、上記テーブルを第一の方向から
見た図である。図４は、上記テーブルを第二の方向から見た図である。図５は、テーブル
の脚と天板との連結部の構成を示す図である。図６は、テーブルの脚と天板との連結部の
構成の要部を示す拡大図である。図７は、上記脚の部品構成を示す斜視展開図である。図
８は、上記脚の脚本体を示す斜視図である。図９は、天板の下面に設けたビームの端部の
平面図である。図１０は、ビームの端部に対するエンドプレートの取付構造を示す側面図
である。
　図１～図４に示すように、什器システムＡを構成するテーブル（什器）１０は、床面Ｆ
上に起立する複数の脚２０と、これら複数の脚２０上に支持される天板（上部構造）３０
と、を備えている。
【００１５】
　この実施形態のテーブル１０において、天板３０は、例えば平面視長方形状で、その上
面３０ｆに沿った第一の方向Ｘに短く、上面３０ｆに沿った面内で第一の方向Ｘに直交す
る第二の方向Ｙを長く形成されている。天板３０は、平面視長方形状に限らず、長円形、
楕円形等の平面視形状としてもよい。
【００１６】
　図５、図６に示すように、天板３０は、例えば、パネル状の芯材３１と、その上下の表
面３１ｆ、３１ｇを覆う表皮材３２，３３と、から構成されている。芯材３１は、アルミ
ニウム合金製、またはボール紙、段ボール紙等の厚紙製等で、上下方向に貫通する断面六
角形状の孔（図示無し）が、表面３１ｆ、３１ｇに沿った面内で多数配列されたハニカム
構造を有している。表皮材３２、３３は、樹脂系材料、木質材料等からなり、芯材３１の
上下の表面３１ｆ、３１ｇにそれぞれ接着されている。
【００１７】
　脚２０は、天板３０において長手方向である第二の方向Ｙの一端側と他端側とに、それ
ぞれ設けられている。各脚２０は、短手方向である第一の方向Ｘの両端部にそれぞれ設け
られた脚部材２１、２１と、これら脚部材２１、２１の上部同士を連結する上部連結部材
２２と、脚部材２１、２１の下部同士を連結する下部連結部材２３と、を備えている。
【００１８】
　図２、図４に示すように、上部連結部材２２は、その上面２２ｔが、脚部材２１、２１
の上端（荷重受け部）２１ｔ、２１ｔよりも、所定寸法下方に位置するよう設けられてい
る。言い換えると、脚部材２１は、上部連結部材２２の上面２２ｔよりも上方に向かって
延出するよう設けられた上部延出部２１ｊを有している。
【００１９】
　下部連結部材２３は、その下面２３ｂが、脚部材２１、２１の下端２１ｂ、２１ｂより
も所定寸法上方に位置するよう設けられている。これにより、脚２０の脚部材２１、２１
が床面Ｆに接地した状態で、脚部材２１、２１間の下部連結部材２３の下面２３ｂと床面
Ｆとの間には、隙間Ｓが形成され、この隙間Ｓを通して下部連結部材２３の下方に各種配
線１００等を挿通させることができる。
【００２０】
　図２、図３に示すように、各脚部材２１は、第一の方向Ｘから見たときの第二の方向Ｙ
に沿った幅寸法Ｗ１が、下方から上方に向けて漸次増大するよう形成されている。
　各脚部材２１は、第一の方向Ｘから見たとき、上端２１ｔに対し下端２１ｂが、テーブ
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ル１０の第二の方向Ｙの外側に位置するよう、傾斜して設けられている。これにより、第
二の方向Ｙに沿って互いに対向する一対の脚２０は、脚２０、２０同士の間隔が上方から
下方に向かって漸次拡大し、略八の字状に配置されている。
【００２１】
　また、図２、図４に示すように、各脚部材２１は、第二の方向Ｙから見たときに、テー
ブル１０の第一の方向Ｘの内側に位置する内側面２１ｐが床面Ｆに対して直交する鉛直面
とされている。脚部材２１は、テーブル１０の第一の方向Ｘの外側に位置する外側面２１
ｑが、脚部材２１の上端２１ｔから下端２１ｂに向かって、内側面２１ｐから第一の方向
Ｘに沿った方向に漸次離間する傾斜面とされている。これにより、脚２０は、第二の方向
Ｙから見たときの幅寸法Ｗ２が、上方から下方に向けて漸次増大するよう形成されている
。
【００２２】
　図７に示すように、脚２０は、脚本体２００と、脚本体２００を覆うように設けられた
脚カバー部２１０と、を備えている。
【００２３】
　図７、図８に示すように、脚本体２００は、第一の方向Ｘに離間して配置された一対の
脚部材本体２０１と、一対の脚部材本体２０１，２０１の上部同士を連結する上部連結部
材本体２０２と、一対の脚部材本体２０１，２０１の下部同士を連結する下部連結部材本
体２０３と、を備えている。本実施形態では、脚本体２００は、金属製とされている。
【００２４】
　各脚部材本体２０１は、脚部材２１の内側面２１ｐ（図２参照）に沿う内側プレート部
２０１ｐと、脚部材２１の外側面２１ｑ（図２参照）に沿う外側プレート部２０１ｑと、
内側プレート部２０１ｐと外側プレート部２０１ｑとを、テーブル１０の第二の方向Ｙの
内側に面する側で連結する連結プレート部２０１ｒと、を備え、平断面視略コ字状に形成
されている。脚部材本体２０１の上部には、内側プレート部２０１ｐと外側プレート部２
０１ｑとを、テーブル１０の第二の方向Ｙの外側に面する側で連結する閉塞プレート部２
０１ｓが設けられている。これによって、脚部材本体２０１の上部は、平断面視略ロ字状
に形成されている。
【００２５】
　脚部材本体２０１の内側プレート部２０１ｐの上部には、上部連結部材本体２０２が挿
入される貫通孔２０１ｈが形成されている。また、内側プレート部２０１ｐの下部には、
下部連結部材本体２０３が挿入される開口２０１ｊが形成されている。
【００２６】
　また、脚部材本体２０１の下端は、底部プレート部２０１ｂにより閉塞されている。底
部プレート部２０１ｂには、脚本体２００の高さ調整、レベル調整を行うためのアジャス
タボルト２０５がねじ込まれている。
【００２７】
　上部連結部材本体２０２は、下部プレート部２０２ｂと、下部プレート部２０２ｂの第
一方向Ｘの両端から上方に延出する一対の側部プレート部２０２ｓ、２０２ｓと、を一体
に備え、断面視すると上向きコ字状をなしている。
　上部連結部材本体２０２の両端部は、それぞれ、脚部材本体２０１の内側プレート部２
０１ｐに形成された貫通孔２０１ｈに挿入され、溶接等により接合されている。
　このようにして、上部連結部材本体２０２は、上方に向けて開口している。この上部連
結部材本体２０２の側部プレート部２０２ｓ、２０２ｓ上には、固定ブラケット２４のベ
ース部２５が固定されている。これにより、上部連結部材本体２０２の下部プレート部２
０２ｂと、固定ブラケット２４のベース部２５と、側部プレート部２０２ｓ、２０２ｓと
の間には、配線等が収容できる空間が形成されている。このベース部２５には、上下に貫
通する開口部２０６が形成されている。
【００２８】
　下部連結部材本体２０３は、上部プレート部２０３ｔと、上部プレート部２０３ｔの第
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二の方向Ｙの両端から下方に延出する側部プレート部２０３ｓ、２０３ｓと、を一体に備
えて、断面視すると下向きコ字状をなしている。
　この下部連結部材本体２０３の両端部は、それぞれ、脚部材本体２０１の内側プレート
部２０１ｐに形成された開口２０１ｊに挿入され、溶接等により接合されている。
　このようにして、下部連結部材本体２０３は、下方に向けて開口している。
【００２９】
　図７に示すように、脚カバー部２１０は、脚部材本体２０１を覆う外側面カバー２１１
および補強部材２１２と、脚部材本体２０１の内側プレート部２０１ｐに沿って配置され
る内側面カバー２１３と、上部連結部材本体２０２を覆う上部カバー２１４と、下部連結
部材本体２０３を覆う下部カバー２１５と、を備えている。
【００３０】
　補強部材２１２は、金属製で、脚部材本体２０１の外側プレート部２０１ｑに沿う取付
ベース部２１２ａと、連結プレート部２０１ｒに沿う第一側部プレート部２１２ｂと、脚
部材本体２０１の連結プレート部２０１ｒと反対側の部分に沿う第二側部プレート部２１
２ｃと、を一体に備え、平断面視略コ字状に形成されている。
【００３１】
　外側面カバー２１１は、脚部材本体２０１の外側プレート部２０１ｑおよび補強部材２
１２の取付ベース部２１２ａを覆う外側カバー面２１１ａと、連結プレート部２０１ｒお
よび第一側部プレート部２１２ｂを覆う第一側部カバー面２１１ｂと、脚部材本体２０１
の連結プレート部２０１ｒと反対側の部分および第二側部プレート部２１２ｃを覆う第二
側部カバー面２１１ｃと、脚部材本体２０１の上端部および補強部材２１２の上端部を覆
う上部カバー面２１１ｄと、を一体に備えている。
【００３２】
　本実施形態では、外側面カバー２１１は、脚部材本体２０１側が樹脂製、その外側が木
製で構成されている。これにより、外側面カバー２１１は、木目調の外観を呈しつつ、内
側部分で強度を確保することができる。
【００３３】
　この補強部材２１２は、脚部材本体２０１に対し、側方から嵌合できるように形成され
ている。さらに、補強部材２１２には、取付ベース部２１２ａに図示しないマグネットが
設けられている。このマグネットにより、補強部材２１２が外側プレート部２０１ｑに磁
着される。また、取付ベース部２１２ａにおいて外側プレート部２０１ｑに対向する側と
は反対側の表面２１２ｆには、図示しない両面テープ等が貼り付けられている。この両面
テープにより、外側面カバー２１１の外側カバー面２１１ａが補強部材２１２に貼着され
ている。
　ここで、マグネットと両面テープは、取付ベース部２１２ａにおいて外側プレート部２
０１ｑに対向する側と、その反対側の表面２１２ｆとに別々に設けてもよいが、両面テー
プの一面にマグネットを貼り付け、このマグネットを取付ベース部２１２ａの表面２１２
ｆに磁着させてもよい。
　このようにして、脚部材本体２０１に対し、外側面カバー２１１は、補強部材２１２を
介して装着される。外側面カバー２１１を脚部材本体２０１に装着した状態で、外側面カ
バー２１１の上部カバー面２１１ｄは、脚部材２１の上端２１ｔを形成する。
【００３４】
　内側面カバー２１３は、平板状で、脚部材本体２０１の内側プレート部２０１ｐを、上
下の貫通孔２０１ｈ、２０１ｊの間で覆うよう設けられる。本実施形態では、内側面カバ
ー２１３は、脚部材本体２０１の内側プレート部２０１ｐ側が樹脂製、その外側が木製で
構成されている。内側面カバー２１３には、内側プレート部２０１ｐに対向する側に図示
しないマグネットが設けられている。このマグネットにより、内側面カバー２１３が内側
プレート部２０１ｐに磁着される。
【００３５】
　上部カバー２１４は、上部連結部材本体２０２の下部プレート部２０２ｂに沿う下部カ
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バー面２１４ｂと、上部連結部材本体２０２の側部プレート部２０２ｓ、２０２ｓにそれ
ぞれ沿う側部カバー面２１４ｓ、２１４ｓと、を一体に備え、断面視すると上向きコ字状
をなしている。本実施形態では、上部カバー２１４は、上部連結部材本体２０２側が樹脂
製、その外側が木製で構成されている。上部カバー２１４には、下部カバー面２１４ｂに
おいて下部プレート部２０２ｂに対向する側に図示しないマグネットが設けられている。
このマグネットにより、上部カバー２１４が上部連結部材本体２０２の下部プレート部２
０２ｂに磁着される。
【００３６】
　下部カバー２１５は、下部連結部材本体２０３の上部プレート部２０３ｔに沿う上部カ
バー面２１５ｔと、下部連結部材本体２０３の側部プレート部２０３ｓ、２０３ｓにそれ
ぞれ沿う側部カバー面２１５ｓ、２１５ｓと、を一体に備え、断面視すると下向きコ字状
をなしている。本実施形態では、下部カバー２１５は、下部連結部材本体２０３側が樹脂
製、その外側が木製で構成されている。下部カバー２１５には、例えば上部カバー面２１
５ｔにおいて上部プレート部２０３ｔに対向する側に図示しないマグネットが設けられて
いる。このマグネットにより、下部カバー２１５が下部連結部材本体２０３の上部プレー
ト部２０３ｔに磁着される。
【００３７】
　図２，７，８に示すように、脚２０（脚本体２００）は中空構造とされ、その内部に配
線１００等を床面Ｆから天板３０（図１参照）に向けて挿通させることができる。詳しく
は、配線１００は、床面Ｆから立ち上がり、下部連結部材本体２０３の下面に形成された
開口部（図示無し）から下部連結部材本体２０３の内部に導入される。さらに、配線１０
０は、脚部材本体２０１の内側プレート部２０１ｐに形成された開口２０１ｊ、脚部材本
体２０１の内部、脚部材本体２０１の内側プレート部２０１ｐに形成された貫通孔２０１
ｈ、上部連結部材本体２０２の内部を経て、上部連結部材本体２０２上の固定ブラケット
２４の開口部２０６を通して、脚本体２００の上方に導出される。このように、脚部材２
１、２１において下部連結部材２３（下部連結部材本体２０３）と床面Ｆとの間に形成さ
れた隙間Ｓを通して、床面Ｆ上を沿う配線１００を、脚２０内に導くことができる。
【００３８】
　図２～図４に示すように、このような脚２０の上端２０ｔに対し、天板３０は、第一の
方向Ｘの外側および第二の方向Ｙの外側に、それぞれオーバーハングして設けられている
。天板３０において、第二の方向Ｙに沿ったオーバーハング寸法Ｈ１は、第一の方向Ｘに
沿ったオーバーハング寸法Ｈ２よりも大きく設定されている。
【００３９】
　このようなテーブル１０において、天板３０は、脚２０に対し、以下のような構成によ
り連結されている。
　天板３０の下面には、天板３０の第二の方向Ｙに沿って延びるビーム４０が設けられて
いる。ビーム４０は、天板３０の第一の方向Ｘに所定間隔を空けて二本一対で設けられて
いる。
【００４０】
　図５、図６に示すように、各ビーム４０は、第二の方向Ｙに直交する断面が、上下方向
に長く、第一の方向Ｘに短い略長方形状で、テーブル１０の短手方向内側を向く側面４０
ａに、上下に間隔を空けて２本の溝４２が形成されている。
　各溝４２は、ビーム４０の軸方向、すなわち第二の方向Ｙに沿って、ビーム４０の全長
にわたって連続して形成されている。図６に示すように、各溝４２は、ビーム４０の側面
４０ａにおいて上下方向における開口幅ｓ１に対し、溝底部４２ｂ側の上下方向における
開口幅ｓ２が広い、いわゆるアリ溝状に形成されている。
【００４１】
　各ビーム４０は、その上面４０ｔを天板３０の下面３０ｂに突き当てた状態で、取付金
具４１を介して天板３０に固定されている。
　取付金具４１は、天板３０の下面３０ｂに突き当たる第一平面部４１ａと、第一平面部
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４１ａに直交してビーム４０の側面４０ａに突き当たる第二平面部４１ｂと、を有してい
る。取付金具４１は、第二の方向Ｙを向く面が略直角三角形状をなしている。取付金具４
１には、第一平面部４１ａに直交して貫通する4４３と、第二平面部４１ｂに直交して貫
通する挿通孔４４とが形成されている。
【００４２】
　このような取付金具４１に対し、ボルト５０を、挿通孔４３を通して天板３０の下面３
０ｂに予め形成されたネジ穴３０ｈにねじ込むことで、取付金具４１と天板３０とが連結
される。また、ビーム４０の上方の溝４２内に、雌ネジ孔５２ｎが形成された座部材５２
を挿入するとともに、ボルト５１を、挿通孔４４を通して溝４２内の座部材５２にねじ込
むことで、取付金具４１とビーム４０とが連結される。
【００４３】
　図３に示すように、このような取付金具４１は、天板３０の長手方向（第二の方向Ｙ）
に間隔を空けた複数箇所に配置されている。ここで、取付金具４１は、第二の方向Ｙにお
ける脚２０、２０の間隔よりも小さな間隔で配置されている。そして、それぞれの取付金
具４１において、上記のように、ボルト（連結部材）５０、５１、座部材（連結部材）５
２を締結することで、天板３０とビーム４０とが取付金具４１を介して連結されている。
【００４４】
　また、図２、図３に示すように、天板３０の下面３０ｂに固定された二本のビーム４０
、４０間には、第二の方向Ｙに沿って間隔を空けて複数の連結ビーム４８が設けられてい
る。図９に示すように、各連結ビーム４８は、第一の方向Ｘに沿って延び、その両端部が
、連結金具４９を介してビーム４０、４０に連結されている。これにより、これら二本の
ビーム４０、４０と、複数の連結ビーム４８とが、平面視梯子状に連結されている。
【００４５】
　連結金具４９は、連結ビーム４８の側面４８ａに突き当たる第一平面部４９ａと、第一
平面部４９ａに直交してビーム４０の側面４０ａに突き当たる第二平面部４９ｂと、を有
し、平面視略直角三角形状をなしている。連結金具４９には、第一平面部４９ａに直交し
て貫通する挿通孔４９ｈと、第二平面部４９ｂに直交して貫通する挿通孔４９ｊとが形成
されている。このような連結金具４９は、上記取付金具４１と同じものを向きを変えて流
用することもできる。
【００４６】
　このような連結金具４９に対し、ボルト５７を挿通孔４９ｈに挿通させ、その先端部を
連結ビーム４８の側面４８ａに予め形成されたネジ穴４８ｈにねじ込むことで、連結金具
４９と連結ビーム４８とが連結される。また、ビーム４０の上方の溝４２内に座部材５８
を挿入するとともに、ボルト５９を、挿通孔４９ｊを通して溝４２内の座部材５８にねじ
込むことで、連結金具４９とビーム４０とが連結される。
【００４７】
　図２、図１０に示すように、各ビーム４０の両端部の下側には、第二の方向Ｙに沿って
ビーム端４０ｇに向かうにしたがって天板３０の下面３０ｂに漸次近づくように傾斜した
傾斜面４０ｋが形成されている。図２、図９、図１０に示すように、二本のビーム４０、
４０の両端部には、それぞれ、第一の方向Ｘの両端部が傾斜面４０ｋ、４０ｋおよびビー
ム端４０ｇ、４０ｇに沿い、傾斜面４０ｋ、４０ｋおよびビーム端４０ｇ、４０ｇの間を
塞ぐエンドカバー６０が設けられている。
【００４８】
　図９、図１０に示すようにエンドカバー６０は、上面に設けられたブラケット６１、６
１を介して、二本のビーム４０、４０の両端部に固定されている。各ブラケット６１は、
エンドカバー６０の上面に沿って接合されたベース部６１ａと、ベース部６１ａから直交
して上方に延び、ビーム４０の側面４０ａに沿うプレート部６１ｂと、を備えて形成され
ている。
　プレート部６１ｂには、取付金具４１との干渉を避ける逃げ凹部６１ｃが形成されてい
る。また、プレート部６１ｂには、ビーム４０の側面４０ａに形成された上方の溝４２と
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下方の溝４２とに対向する位置に、複数の貫通孔６１ｈが形成されている。
【００４９】
　このようなブラケット６１のプレート部６１ｂに対し、それぞれの貫通孔６１ｈにボル
ト６２を挿入するとともに、挿入したボルト６２をビーム４０の上下の溝４２内に配置し
た座部材６３にねじ込む。これにより、エンドカバー６０が、ブラケット６１，６１を介
してビーム４０，４０の両端部に装着される。
【００５０】
　図５、図６に示すように、脚２０において、上部連結部材２２の上面２２ｔ上には、ビ
ーム４０を固定する固定ブラケット２４が設けられている。固定ブラケット２４は、上部
連結部材２２の上面２２ｔに沿い、図示しないボルト等で上面２２ｔに固定されたベース
部２５と、ベース部２５において第一の方向Ｘの両端部からそれぞれ上方に延びる固定壁
２６と、が一体に形成されている。
【００５１】
　図６に示すように、固定壁２６は、ベース部２５の端部から上方に立ち上がり、ビーム
４０の側面４０ａに沿う下部平面部２６ａと、下部平面部２６ａの上端から直交し、ビー
ム４０の側面４０ａから離間する方向に延びる直交壁部２６ｂと、直交壁部２６ｂの端部
からビーム４０の側面４０ａに平行に延びる座面部２６ｃと、座面部２６ｃの上端から直
交してビーム４０の側面４０ａから離間する方向に延びる第二直交壁部２６ｄと、第二直
交壁部２６ｄの端部からビーム４０の側面４０ａに平行に延びる平面部２６ｅと、平面部
２６ｅの上端から直交してビーム４０の側面４０ａ側に延びる第三直交壁部２６ｆと、第
三直交壁部２６ｆの先端からビーム４０の側面４０ａに沿って下方に延びる上部平面部２
６ｇと、を一体に有する。
　このように、固定壁２６において、脚部材２１の上部延出部２１ｊと対向する側に、上
面２２ｔに直交する下部平面部２６ａおよび上部平面部２６ｇが形成されている。また、
固定壁２６の座面部２６ｃには、所定の位置に挿通孔２６ｈが形成されている。
【００５２】
　また、脚部材２１の上部延出部２１ｊには、固定壁２６に対向する側に、平面部２１ｆ
が形成されている。換言すると、平面部２１ｆは、ビーム４０における第一の方向Ｘの外
方を向く外側面４０ｓに対向している。下部平面部２６ａおよび上部平面部２６ｇと平面
部２１ｆとの間隔は、ビーム４０の第一の方向Ｘにおける幅寸法よりも僅かに大きい間隔
で配置されている。
　このように、ビーム４０は、各脚２０の部分で、固定壁２６と脚部材２１の平面部２１
ｆとの間に配置されている。
【００５３】
　ここで、天板３０の下面３０ｂが脚部材２１の上端２１ｔに直接突き当たることで、天
板３０の荷重は、脚部材２１によって直接支持されている。
　また、取付金具４１を介して天板３０の下面３０ｂに固定されたビーム４０の下面４０
ｂは、上部連結部材２２の上面２２ｔとの間に、上下方向に僅かな隙間Ｃを有している。
【００５４】
　ビーム４０は、その側面４０ａを固定壁２６の下部平面部２６ａおよび上部平面部２６
ｇに突き当てた状態で、座部材（連結具）５５およびボルト５６によって固定壁２６に固
定されている。座部材５５は、溝４２内を第二の方向Ｙに沿って移動可能とされている。
座部材５５は、雌ネジ孔５５ｈを有しており、ビーム４０の下方の溝４２内に挿入配置さ
れる。ボルト５６は、固定壁２６の挿通孔２６ｈを通して溝４２内の座部材５５の雌ネジ
孔５５ｎにねじ込まれる。このようにして、下部平面部２６ａおよび上部平面部２６ｇが
ビーム４０の側面４０ａに突き当たり、ビーム４０と固定壁２６とが連結され、脚２０が
ビーム４０に固定される。
【００５５】
　このような脚２０とビーム４０との連結構造によって、脚２０は、ビーム４０に対し、
溝４２が形成されている範囲内であれば、第二の方向Ｙの任意の位置に取付可能となって
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いる。
　これにより、天板３０の第二の方向Ｙの長さが異なっても、同一の長さのビーム４０，
４０と、脚２０、２０とを用いて、テーブル１０を構成することができる什器システムＡ
を提供できる。
　図１１は、図１～図３に示したテーブルに対して天板の長さが異なり、脚が天板の長さ
に応じた位置に連結されているテーブルの例を示す斜視図である。図１２は、図１～図３
、図１１に示したテーブルに対して天板の長さが異なり、脚が天板の長さに応じた位置に
連結されているテーブルの例を示す斜視図である。
【００５６】
　このような什器システムＡでは、例えば、図１～図３に示したテーブル（什器）１０Ａ
は、天板（上部構造）３０Ａの第二の方向Ｙの長さがＬ１（図１参照）とされている。
【００５７】
　これに対し、図１１に示すテーブル（什器）１０Ｂは、天板（上部構造）３０Ｂの第二
の方向Ｙの長さＬ２が、図１～図３の天板３０Ａの長さＬ１より短く設定されている。こ
の天板３０Ｂの下面３０ｂに対しても、テーブル１０Ａで用いたのと同じ長さのビーム４
０、４０が設けられ、これらビーム４０、４０に、脚２０、２０が上記連結構造によって
取り付けられている。
　ここで、ビーム４０に形成された溝４２（図５参照。以下同じ。）に対するボルト５６
（図５参照。以下同じ。）および座部材５５（図５参照。以下同じ。）の締結位置を変更
することで、脚２０、２０のビーム４０、４０への取付位置は、天板３０Ｂの長さＬ２等
に応じて、溝４２の長さの範囲内で変更することができる。図１１の例では、脚２０、２
０の第二の方向Ｙに沿った間隔が、図１～図３で示したテーブル１０Ａにおける脚２０、
２０の間隔よりも小さく設定されている。
【００５８】
　また、図１２に示すテーブル（什器）１０Ｃは、天板（上部構造）３０Ｃの第二の方向
Ｙの長さＬ３が、図１～図３の天板３０Ａの長さＬ１より長く設定されている。この天板
３０Ｃの下面３０ｂに対しても、テーブル１０Ａ、１０Ｂで用いたのと同じ長さのビーム
４０、４０が設けられ、これらビーム４０、４０に、脚２０、２０が上記連結構造によっ
て取り付けられている。
　この場合も、脚２０、２０のビーム４０、４０への取付位置は、ビーム４０に形成され
た溝４２に対するボルト５６および座部材５５の締結位置を変更することで、天板３０Ｂ
の長さＬ３等に応じて、溝４２の長さの範囲内で変更することができる。図１２の例では
、脚２０、２０の第二の方向Ｙに沿った間隔が、図１～図３で示したテーブル１０Ａにお
ける脚２０、２０の間隔よりも大きく設定されている。
【００５９】
　上述したような構成の什器システムＡおよびそれに用いるテーブル１０は、床面Ｆ上に
起立する複数の脚２０と、複数の脚２０の上部に支持され、平面視において第二の方向Ｙ
に長い平面形状を有する天板３０と、天板３０の下面３０ｂに沿って第二の方向Ｙに連続
して形成され、脚２０の上端部が連結されるビーム４０と、を備え、第二の方向Ｙの長さ
が異なる複数種の天板３０Ａ、３０Ｂ、３０Ｃに対し、天板３０の第二の方向Ｙの長さに
応じて、ビーム４０に対する脚２０の連結位置が、ビーム４０に沿って変更可能とされて
いる。
　このような構成によれば、第二の方向Ｙの長さが互いに異なる複数種の天板３０Ａ、３
０Ｂ、３０Ｃに対し、共通する同一長さのビーム４０を用いながら、天板３０の第二の方
向Ｙの長さに応じてビーム４０に対する脚２０の連結位置をビーム４０に沿って変更する
ことができる。したがって、第二の方向Ｙの長さが異なる複数種の天板３０Ａ、３０Ｂ、
３０Ｃに対し、様々な長さのビーム４０を用意する必要が無く、ビーム４０の長さを共通
化することができる。これにより、天板３０Ａ、３０Ｂ、３０Ｃの様々なサイズに応じて
脚２０の取付位置を容易に異ならせて、より少ない種類の部品で什器システムＡを構成す
るとともに、天板３０Ａ、３０Ｂ、３０Ｃに対するビーム４０の取付構造を共通化するこ
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とができる。
【００６０】
　また、ビーム４０に、天板３０の下面３０ｂと平行に連続する溝４２が形成され、ボル
ト５６と締結する座部材５５が溝４２内に係止される。このようにして、ボルト５６およ
び座部材５５によるビーム４０と脚２０との連結位置の自由度を高めることができる。こ
れにより、天板３０に対する脚２０の位置を、溝４２に沿った範囲内で容易に変更するこ
とができる。
【００６１】
　また、上方の溝４２に、座部材５２が係止され、座部材５２にボルト５１が螺合される
ことで、ビーム４０と天板３０とが連結されている。このように構成することで、ボルト
５１および座部材５２による天板３０とビーム４０との連結位置の自由度を高めることが
できる。
　また、下方の溝４２に座部材５５が係止され座部材５５にボルト５６が螺合されること
で、脚２０とビーム４０とが連結されている。よって、ビーム４０と天板３０とを連結す
る座部材５２は上方の溝４２内に設けられ、脚２０とビーム４０とを連結する座部材５５
は下方の溝４２内に設けられため、ボルト５１および座部材５２とボルト５６および座部
材５５とが干渉することがない。
【００６２】
　また、天板３０は、水平面内において第二の方向Ｙが長手方向とされ、第一の方向Ｘが
短手方向とされた平面形状を有し、ビーム４０は、天板３０の下面３０ｂに沿って長手方
向に沿って連続して設けられている。このように構成することで、一方向に長い天板３０
を、ビーム４０によって補強し、強固に支持することができる。また、このように天板３
０の補強要素として機能するビーム４０を、固定壁２６との連結にも用いることで、テー
ブル１０を構成する部材点数を抑えることができる。
【００６３】
　さらに、テーブル１０においては、図４に示すように、第一の方向Ｘから見たときの脚
２０の幅寸法Ｗ１を、下方から上方に向けて漸次増大することで、脚２０の上部における
天板３０に対する接合部分における強度を確保することができる。また、脚２０の下部に
おいては、脚２０の幅寸法Ｗ２が小さくなることから、使用者の下肢と脚２０とが干渉す
るのを抑えることができる。
　また、図３に示すように、第二の方向Ｙから見たときの脚２０の幅寸法Ｗ２を、上方か
ら下方に向けて漸次増大させることで、脚２０の上部が天板３０の第一の方向Ｘで内方に
位置することとなり、天板３０に近い上部の空間を広く確保することができる。したがっ
て、使用者の下肢の膝などが脚２０と干渉しにくくなる。このような構成により、強度を
確保しつつ、天板３０下方における下肢収容スペースＳｐを確保できる。
【００６４】
　ここで、第一の方向Ｘは、天板３０の短手方向であり、第二の方向Ｙは天板３０の長手
方向である。このような構成により、脚２０は、第二の方向Ｙである天板３０の長手方向
第二の方向Ｙおよび上下方向の荷重や力に対し、天板３０に対する接合部が高い強度を有
することとなる。また、脚２０は、第一の方向Ｘである天板３０の短手方向から天板３０
に正対する使用者の下肢が、脚２０の上部と干渉しにくくなる。
　ちなみに、このように一方向に長い形状の天板３０においては、一般に、長手方向（第
二の方向Ｙ）に沿った長辺３０ｐにおいて天板３０に対向する使用者の数が、短手方向（
第一の方向Ｘ）に沿った短辺３０ｑにおいて天板３０に対向する使用者の数よりも多い。
つまり、第一の方向Ｘは、天板３０に対して利用の多い側から正対する方向であり、第二
の方向Ｙは天板３０に対して利用の少ない側から正対する方向である。これによって、天
板３０に対して利用の多い側から見ると、天板３０に正対する使用者の下肢が脚２０に対
して干渉しにくくなる。
【００６５】
　また、第一の方向Ｘは、脚２０に対して天板３０が側方に張り出すオーバーハング寸法
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Ｈ２が小さい側から正対する方向であり、第二の方向Ｙは、脚２０に対して天板３０が側
方に張り出すオーバーハング寸法Ｈ１が大きい側から正対する方向である。脚２０は、第
一の方向Ｘから見たときの脚２０の幅寸法Ｗ１が、下方から上方に向けて漸次増大してい
るので、第二の方向Ｙおよび上下方向の荷重や力に対し、天板３０との接合部分が高い強
度を有する。したがって、天板３０のオーバーハング寸法Ｈ２が大きい部分に加わる荷重
や力に対し、脚２０は強度を有効に発揮することができる。
【００６６】
　また、上記テーブル１０において、第二の方向Ｙに沿って互いに対向する一対の脚２０
同士の間隔が、上方から下方に向かって漸次拡大するよう、それぞれの脚２０が傾斜して
設けられている。このように構成することで、天板３０に作用する荷重等により、一対の
脚２０同士が第二の方向Ｙに広がる方向の力が作用する。脚２０は、第一の方向Ｘから見
たときの脚２０の幅寸法Ｗ１が、下方から上方に向けて漸次増大しているので、第二の方
向Ｙおよび上下方向の荷重や力に対し、天板３０との接合部分が高い強度を有する。した
がって、一対の脚２０同士の間隔が上方から下方に向かって漸次拡大する構成において、
脚２０が第二の方向Ｙに広がりにくく、高い強度を発揮することができる。
【００６７】
（その他の実施形態）
　なお、本発明の什器は、図面を参照して説明した上述の実施形態に限定されるものでは
なく、その技術的範囲において様々な変形例が考えられる。
【００６８】
　例えば、上記実施形態では、溝４２を用いた脚２０のビーム４０への連結構造を示した
が、ビーム４０に対する脚２０の連結位置が容易に変更できるのであれば、その連結構造
は他のいかなるものであってもよい。
【００６９】
　また、上記に示す実施形態において、什器システムＡは三種類に天板３０Ａ、３０Ｂ、
３０Ｃで構成されているが天板は一種類でもよい。この場合でも、ビームの一方向の所定
の位置に脚を設けることができるため、天板の形状、サイズ、荷重分布等に応じて適した
位置に脚を設けることができる。また、ビームの一方向の所定の位置に天板を設けること
ができるため、使い勝手等に応じて天板を適した位置に脚を設けることができる。
【００７０】
　また、例えば、脚２０は、第一の方向Ｘまたは第二の方向Ｙから見たときに台形状をな
したパネル体からなるようにしてもよい。さらに、脚２０は、第一の方向Ｘまたは第二の
方向Ｙから見たときの形状を、上記実施形態で示した構成に限るものではない。
　さらに、また、第二の方向Ｙに沿って互いに対向する一対の脚２０は、脚２０、２０同
士の間隔が上方から下方に向かって漸次拡大するよう設けられて、略八の字状に配置した
が、これに限らない。一対の脚２０、２０は、それぞれ床面Ｆから鉛直上方に延びるよう
、互いに平行に配置されていても良い。また、一対の脚２０は、脚２０、２０同士の間隔
が上方から下方に向かって漸次縮小するよう、略逆八の字状に配置してもよい。
　さらに、上記実施形態では、テーブル１０は、二つの脚２０を備えているが、その数を
問うものではなく、一つ、あるいは三つ以上の脚２０を備えていてもよい。脚２０を一つ
のみ備える場合、脚２０は天板３０の第一の方向Ｘ、第二の方向Ｙの中央部に配する。こ
の場合、脚２０は、天板３０を安定して支持できるように、第一の方向Ｘおよび第二の方
向Ｙに沿った脚２０の厚み寸法を十分に大きく形成するのが好ましい。
【００７１】
　さらに、上記実施形態で示したテーブル１０を構成する脚２０、天板３０等の部材の材
質については、何ら問うものではなく、木系材料、金属系材料、樹脂系材料、あるいはこ
れらを組み合わせて形成した構成としてもよい。
　加えて、テーブル１０に限らず、カウンター等、他の什器においても、本発明は同様に
適用することができる。
　さらには、上部構造として天板３０を例示したが、脚２０上で支持するのであれば、例
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えば箱状等、他の上部構造を備える什器であってもよい。
　これ以外にも、本発明の主旨を逸脱しない限り、上記実施の形態で挙げた構成を取捨選
択したり、他の構成に適宜変更したりすることが可能である。
【符号の説明】
【００７２】
１０、１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃ　テーブル（什器）
２０　脚
３０、３０Ａ、３０Ｂ、３０Ｃ　天板（上部構造）
３０ｂ　下面
４０　ビーム
５１　ボルト（連結部材）
５２　座部材（連結部材）
５５　座部材（連結具）
５６　ボルト
１００　配線
Ａ　什器システム
Ｆ　床面
Ｙ　第二の方向（一方向）

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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